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〔こめんと〕 
U remic .Toxin 
尿毒症とは，腎機能不全に基づく尿成分の貯溜を不可欠な条件とし，重篤な代
謝異常と組織細胞障害を伴ない，全身にわたる諸臓器に多彩な症状を呈する病態
である。従って，その成因を体内に蓄積する尿成分に求めて，それを探究しよ
うとする試みが古来より企てられてきたのは当然の帰趨であろう。その因子を 
Ul'・emictoxinと呼称するならば， 1920年代より尿素，クレアチニンを始めとし
て， pheno1，guanidine系物質など多くのものが検索されてきたが， 第二次世
界大戦の混乱にも災いされて，明確な結論の得られないまま，これら一連の検索
は衰退した。ところが，近年，透析療法の普及により腎不全の延命効果がみられ，
その機序として，水電解質代謝の是正および諸種ホルモンの作用を考慮しでも解
釈し難い問題が抽出され，ここに再び uremic toxin が注目され， 各方面より
検討され始めた。 
uremic toxinを検索する臨床的意義は，尿毒症の成因にも繋がる病態生理の
解明と，透析療法の適否さらに効果判定に資せようとする治療の実際面からの要
求の両者にあると考えられる。
現在， uremic toxin と目されるものには，尿素，クレアチニンを始めとして
多種類のものが想定され，とくに pheno1，guanidine系物質， aromatic acid， 
α:-amino-ninhydrin reactive substance，polypeptide系物質，未確認陰イオ
ンなどが注目されている。これら uremictoxins を検索する方法としては，血
中濃度の測定 (invivo での検察)， 摘出臓器ないし組織培養に対す石作用 (in 
vitroでの検索)の両面より検討されている。
尿毒症の諸症状の中， uremic toxinが主因をなすと思われるものに，出血性
素因，末梢神経障害，糖代謝異常，エネJレギー代謝および Na輸送への影響など
がある。現在，もっとも注目され，検索のすすめられている guanidine系物質
とくに guanidinosuccinic acid (GSA)は血中濃度も測定され， 尿毒症H寺の
I:lIlUl性素因との関連がみられ，血小板第 3因子の活性化を阻害し，血小板無力症
の原因とも目されている。この GSAは透析療法により容易に除去され， したが
って，出血傾向も改善されるといわれている。尿毒症性末精神経障害にはtrans-
ketolase (TKA) 活性の低下が関与することがほぼ確実視されているが， この
際にも GSAならびに低分子(分子量500以下) TKA活性抑制物質が関係す
るものと考えられている。このほか，糖代謝異常， エネルギー代謝 (ATPの産
生および利用)， Na輸送などにおける障害にも uremic toxinと目される物質
が関与している可能性が大であり，今後それらの確認とそれへの対策が切望され
る。ただし，ここに注意を要することは， renin-angiotensin系， erythropoetin， 
則甲状腺ホJレモンならびに Na利尿ホノレモンのごとく， 本来生理的作用を営む
ものも尿毒症という特殊条件下には， その病態に適応した作用を発現し， 恰も 
uremic toxinのごとき態度を示す事態の存在することも十分考慮されるべきこ
とであろう。(東条静夫)
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